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令和 8年 10月 23日 
 

IVS2025公式サイトの制作等を委託していた会社で発生した 

不正アクセスによる個人情報漏洩の可能性について 
 

■IVS2025 公式サイトの制作等を委託していた会社が不正アクセスを受け、個人情

報が漏洩した可能性があることが判明しましたので、概要及び今後の対応につい

てお知らせします。 

■利用者の皆様に多大な御心配をおかけしていることをお詫び申し上げます。 

 

 

１ 事案の概要 

京都府では、Headline Japan 株式会社（以下「HL社」という。）、京都市の 3社に

より、IVS KYOTO実行委員会（以下「実行委員会」という。）を組織し、2023 年以降、

京都で開催を行っております。 

このたび、IVS2025 公式サイト（以下「当該サイト」という。）の制作等を委託し

ていた Web制作会社「Studio株式会社（以下「Studio」という。）」に対する第三者

からの不正アクセスを受け、当該サイトの回答フォーム（以下「該当箇所」という。）

を利用した個人情報の漏洩の可能性がある事案が判明しました。 

 

２ 漏洩の可能性がある個人情報 

該当箇所に回答した氏名・メールアドレス・会社名・役職など約 4,200件。 

 

３ 事案の経過 

・該当箇所は、実行委員会の実施主体でもある HL社が、Studioと契約。 

・Studioが 10/16に、同社のクラウド環境が第三者の不正アクセス（9/30〜10/1） 

を受け、回答フォームに入力された内容が外部に流出した可能性があると公表。 

・該当箇所の脆弱性はすでに Studioにおいて修正し、不正アクセスに利用された 

経路は遮断済み。また、現在までに、不正利用や二次被害は確認されていない。 
 

４ 今後の対応 

・本件について、個人情報保護委員会へは、Studioから速やかに報告するとともに、

関連した詐欺等の悪意あるメール等が送信されるおそれがあるため、情報が漏洩し

た可能性のある全ての皆様へ HL社から連絡する予定。 
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